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学芸員発信！
能美ふるさとミュージアム広報室能美ふるさとミュージアム広報室

！信！

のみふる

ホームページ

　今回取り上げる「能き美しき能美の自然。」のコーナーは、「トンボの楽園」

灯台笹湿地です。

　灯台笹湿地は灯台笹町の山あいにある、水深５センチメートルほどの浅い湿

地です。かつては小さな水田の集まりでしたが、近辺の開発をきっかけに徐々

に湿地が形成されていき、さまざまなトンボたちが生息するのに適した環境と

なりました。中でも、日本一小さなハッチョウトンボは貴重な存在です。体長

約２センチメートル、１円玉ほどの大きさで、５月下旬から９月にかけて見ら

れます。少しの環境変化で減ってしまう恐れがあるハッチョウトンボは、全国的に減少傾向にあり、県内でも安定

した生息を確認できる場所が限られています。灯台笹湿地は、そんなハッチョウトンボの生息地であり、多様な動

植物たちも見られる、能美の豊かな自然が残る貴重な場所なのです。

　灯台笹湿地で体の小さなハッチョウトンボを見つけるのは大変です。現地での観察と合わせて、のみふる展示室

の模型をじっくり見るのもいいかもしれません。「日本一小さい」をぜひ実感してみませんか。
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　12 月 21 日、「強みの活かし方を学ぶ」をテーマに「第２回のみＳＤＧｓパートナー

ズ勉強会＆交流会」を寺井地区公民館で開催し、市と共に地域づくりを行う企業・

団体・個人などからなる「のみＳＤＧｓパートナーズ」44 名が参加しました。

　第１回に続き講師を務める広
ひろいし

石拓
たく

司
じ

さんは「ＳＤＧｓを通して自分の事業や活

動を見直すことで、何が求められているかに気付き、自分たちの強みを環境社会に、

どのように役立てるかについて考えることができる」と講演しました。

　次に、互いの取り組みを知ることで新たな気付きを得るため、パートナーズが

事例発表を行いました。のみ商業協同組合は「まちゼミ」の活動を紹介し、「プロ

ならではの専門知識や技を無料で受講者（お客）へ伝える活動が、お店とお客の

信頼関係や新たな出会いが生まれる場となっている」と話しました。また加賀東

芝エレクトロニクス株式会社は「加賀東芝の森の環境活動や学校への出前講座な

ど地域に根差した活動を通して、従業員間のコミュニケーション強化や地域交流

が生まれた」と話しました。参加者は「ほかの取り組みを聞いて、各団体の得意

分野などを活かした連携により、さらに効果が出ると感じた」と話しました。ま

たグループワークでは互いに意見交換を行い、「横のつながりを増やすきっかけに

なり、大変ありがたい」との声がありました。

　次回は２月 22 日に「ＳＤＧｓプロジェクトを考える」をテーマにパートナーズ

の交流をさらに深める内容で開催を予定しています。

ＳＤＧｓを活かして社会を見直すＳＤＧｓを活かして社会を見直す

のみ商業協同組合は「まちゼミはお店とお客、地

域の“三方よし”の好循環をつくり、住み続けら

れるまちづくりにつながる」と話しました

加賀東芝エレクトロニクス㈱は「子どもたちに

社会課題解決に貢献している半導体製品につい

て理解してもらい、地元エンジニアの育成につ

なげたい」と話しました

８月の大雨の影響で通行止めとなっていた遣水観音霊水堂に通じる林道仏大寺線について、通行および霊水

堂の使用が可能となりました。ただし積雪の状況により、通行が困難な場合がありますので、ご注意ください。


